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一般会計予算 歳出
119119億億98009800万円万円
前年度比 20億6036万円（20.7％）増

＊単位未満は四捨五入により合計と一致しない場合があります。数字の拾い方で広報と金額が違うところがあります。ご了承ください。

国民健康保険特別会計 15億8700万円
（+900万円）

介護保険特別会計 19億2200万円
（+900万円）

後期高齢者医療特別会計 2億8000万円
（+4100万円）

水道事業会計 3億6110万円
（-579万円）

下水道事業会計 6億3018万円
（+179万円）

＊本文中の年号「令和」は省略しています。

新・道の駅新・道の駅
3030億億415415万円万円

++ 前年度からの繰り越し前年度からの繰り越し  11億億39503950万円万円

58385838万円万円（食材費のみ）（食材費のみ）

++ 調理に係る人件費、民間委託料、調理師 調理に係る人件費、民間委託料、調理師 などなど  

25602560万円万円

61006100万円万円
++ 前年度からの繰り越し前年度からの繰り越し  22億億92079207万円万円

給食費無償化給食費無償化

〇〇指定管理料指定管理料
　鳥海ふれあいの里指定管理料　鳥海ふれあいの里指定管理料
　5481　5481万円万円（+290（+290万円万円））
　図書館指定管理料　図書館指定管理料
　　39143914万円万円（+134（+134万円万円））

災害復旧費災害復旧費

議会注目
事業

「新·道の駅」整備·  教育支援に重点
無償化は中学校まで拡大し5838万円

特別会計・事業会計

〇〇県立遊佐高校支援事業県立遊佐高校支援事業
   6019   6019万円万円（+806（+806万円万円））
  　　遊佐高校魅力化	 4967  　　遊佐高校魅力化	 4967万円万円
  　　遊佐高校就学支援	 1052  　　遊佐高校就学支援	 1052万円万円

その他の事業その他の事業 （カッコ内は
　前年度比）

（カッコ内は前年度比）
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町税 15億7190万円（+2369万円）
※個人・法人住民税など

地方交付税 35億3000万円（+886万円）
※合理的な基準により国から交付

国庫支出金 20億1612万円（+11億4111万円）
※新・道の駅整備交付金含む

繰入金 15億4595万円（+5億7764万円）
※町の積立金取り崩し

町債 11億3190万円（+3億920万円）
※新たな借金

「新·道の駅」整備·  教育支援に重点
「新·道の駅」整備30億415万円　給食費

歳 入 ※抜粋

歳 出   歳出総額 119億9800万円（+20億6036万円）

可決
8年度予

算
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7年度 8年度

予
備
費

諸
支
出
金

予
備
費

諸
支
出
金

民生費

総務費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

議会費

議会費

労
務
費 労

務
費

〇総務費
　46億15万円（+24億7416万円）
　　　 ●新・道の駅整備事業　●ふるさと納税返礼品
　　　 ●地域おこし協力隊事業　●遊佐高校魅力化推進事業
　　　 ●まちづくり協会へ交付金

〇民生費 
　21億949万円（+892万円）
　　　 ●自立支援介護等給付費　●放課後児童クラブ補助金
　　　 ●介護給付費操出金　●後期高齢者療養給付費負担金
　　　 ●児童手当

〇衛生費
　4億9407万円（+4421万円）
　　　 ●各種健診・予防接種委託料　●地域医療安定化
　　　 ●斎場管理委託料　●ゴミ処理広域行政組合負担金

〇商工費
　9億4494万円（+5917万円）
　　　 ●観光施設整備　●観光施設指定管理料
　　　 ●企業誘致、奨励金事業

〇教育費
　9億586万円（-8051万円）
　　　 ●小・中学校費　●図書館指定管理料　●文化財保護費
　　　 ●体育施設指定管理料　●給食費無償化事業

〇災害復旧費
　6100万円（-2億5592万円）

（カッコ内は前年度比）

（カッコ内は前年度比）
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⃞

答　
答
整
備
工
事
費
に
27
億 

４
１
０
０
万
円
、
備
品
購
入

費
に
１
億
３
０
０
０
万
円
な

ど
、
大
き
な
予
算
は
８
年
度

に
ほ
ぼ
計
上
さ
れ
て
い
る
。

問　
関
連
す
る
工
事
費
と
備

品
費
、
測
量
調
査
等
の
歳
出
。

「
新
・
道
の
駅
」
に
係
る
費

用
は
８
年
度
で
ほ
ぼ
終
了
か
。

（
伊
原 

ひ
と
み
）

⃞

答　
答
庄
内
地
区
の
ス
ト
ー
マ

装
具
の
状
況
を
確
認
。
消
化

器
系
は
月
額
３
７
４
２
円
、

尿
路
系
は
月
額
３
６
６
１
円

増
額
と
な
る
。

⃞

答　
答
参
加
者
で
チ
ー
ム
を
組

み
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使

い
歩
数
な
ど
を
共
有
し
、
交

流
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ

な
げ
る
も
の
。

⃞

答　
答
こ
れ
ま
で
は
予
防
接
種

の
項
目
を
分
け
て
予
算
計
上

し
て
い
た
が
、
８
年
度
は
ま

と
め
て
計
上
し
た
た
め
増
額

に
な
っ
た
。

「
新
・
道
の
駅
」

整
備
工
事
関
連
費
用

ス
ト
ー
マ
利
用
者
へ
の

支
援
を
拡
大

介
護
予
防
事
業
の
内
容
は

定
期
予
防
接
種
委
託
料

問　
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
」
の

日
常
生
活
用
具
給
付
金
の
増

額
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

（
那
須 

正
幸
）

問　
み
ん
チ
ャ
レ
（
み
ん
な

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
フ
レ
イ
ル

予
防
事
業
の
内
容
は
。

（
駒
井 

江
美
子
）

問　
７
年
度
当
初
予
算
で
約

３
０
０
０
万
円
だ
っ
た
委
託

料
が
４
１
９
０
万
円
に
増
え

た
理
由
は
。

（
本
間 

知
広
）

新
・
道
の
駅

松
く
い
虫
対
策

福
祉
の
充
実

ふ
る
さ
と
納
税

8年度に本体工事の予定

「みんチャレ」の様子

⃞

答　
答
重
点
地
区
と
二
次
被
害

対
策
分
を
計
上
し
、
後
者
を

中
心
に
追
加
伐
倒
が
必
要
な

場
合
は
補
正
で
対
応
す
る
。

⃞

答　
答
指
摘
の
通
り
返
礼
品
の

予
算
は
少
な
く
計
上
。
７
年

度
実
績
を
基
に
算
出
し
た
が

最
終
的
に
は
全
体
の
予
算
編 

成
上
の
調
整
に
よ
る
。

⃞

答　
答
被
害
数
量
が
増
大
し
、

被
害
木
の
全
量
伐
倒
は
困
難

な
状
況
。
国
・
県
の
補
助
を

お
願
い
し
、
二
次
被
害
対
策

を
進
め
て
い
く
。

⃞

答　
答
６
年
度
は
、
米
が
不
足

し
て
一
時
期
サ
イ
ト
に
載
せ

て
い
な
か
っ
た
が
、
７
年
産

米
は
高
単
価
な
が
ら
十
分
な

量
を
確
保
し
て
い
る
。

松
く
い
虫
防
除
方
針

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

予
算
減

松
く
い
虫
防
除
は
十
分
か

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

返
礼
品

問　
当
初
予
算
で
見
込
む
防

除
範
囲
と
、
補
正
対
応
の
考

え
方
は
。

（
遊
佐 

亮
太
）

問　
歳
入
に
対
し
返
礼
品
の

予
算
計
上
が
少
な
い
。
当
初

予
算
に
見
込
む
べ
き
で
は
。

（
今
野 

博
義
）

問　
西
浜
キ
ャ
ン
プ
場
付
近

な
ど
の
被
害
防
止
対
策
は
。

（
斎
藤 

弥
志
夫
）

問　

返
礼
品
の
中
で
米
が

92
％
あ
る
が
、
十
分
な
量
の

米
を
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

（
斎
藤 

弥
志
夫
）

委 員 長　渋谷 敏
副委員長　遊佐 亮太

3月12日・13日

「新・道の駅」整備事業３０億415万円を
含む119億9800万円の予算が可決

予算審査特別委員会

飼料用米作付け支援事業····························2000万円
はばたき支援金支給事業······························ 911万円
東北公益文科大学運営費交付金事業·········· 614万円
地域おこし協力隊推進事業························4989万円

その他の予算（当初予算概要より）

審査の詳しい内容は二次元コード
からご覧ください。

3月12日 3月13日
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⃞

答　
答
若
者
世
帯
向
け
に
空
き

家
を
改
修
し
て
、
賃
貸
す
る

事
業
と
な
る
。

⃞

答　
答
外
周
の
生
垣
等
、
例
年

未
実
施
部
分
を
手
入
れ
す
る

予
定
。

⃞

答　
答
各
施
設
の
用
務
員
が
日

常
管
理
を
行
う
の
で
、
委
託

料
は
少
な
い
。
想
定
外
事
案

は
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

⃞

答　
答
基
準
内
は
総
務
省
通
知

に
基
づ
く
繰
入
、
基
準
外
は

維
持
管
理
費
を
見
込
み
計
上

し
て
い
る
。

⃞
答　
答
８
年
度
の
事
業
予
算
総

額
は
、
４
９
６
７
万
円
。
７

年
度
分
は
４
２
６
３
万
円
で
、

７
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
額
と

な
る
。

⃞

答　
答
水
防
法
の
改
正
に
よ
り

対
応
し
た
も
の
で
、
マ
ッ
プ

は
す
で
に
完
成
。
３
月
15
日

お
知
ら
せ
号
と
一
緒
に
全
戸

配
布
す
る
予
定
。

⃞

答　
答
今
回
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
等
の
た
め
。
他
に
、

２
年
度
に
「
遊
佐
町
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関

す
る
規
程
」
を
定
め
て
い
る
。

⃞

答　
答
職
員
に
関
す
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
特
化

し
た
委
託
と
な
る
。
最
終
的

に
、
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

ま
で
含
め
る
。

⃞

答　
答
７
年
産
米
の
概
算
金
が
、

前
年
比
９
５
０
０
円
増
の

２
６
８
０
０
円
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
町
民
税
増
額
の

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⃞

答　
答
新
・
道
の
駅
、
防
災
、

給
食
費
無
償
化
等
。
人
件
費

高
騰
な
ど
で
指
定
管
理
料
も

増
額
。
地
域
活
動
交
付
金
へ

は
何
が
で
き
る
か
探
し
て
い

く
。

子
育
て
世
帯
を
重
点
に
整
備

斎
場
庭
園
管
理
委
託
料

庭
木
手
入
れ
等
委
託
料

下
水
道
繰
入
の
基
準

遊
佐
高
校
魅
力
化
連
携
支
援

事
業

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ委

託
料

例
規
改
正
委
託
料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
を

想
定

８
年
度
予
算
で

町
民
税
が
５
億
円
超

地
域
活
動
交
付
金
は

現
状
の
ま
ま

問　
空
き
家
利
活
用
が
７
年

度
よ
り
４
０
０
万
円
の
増
額

で
あ
る
が
、
取
り
組
む
事
業

は
。

（
那
須 

正
幸
）

問　
７
年
度
予
算
比
２
７
５ 

万
円
程
の
増
額
。
そ
の
理
由

は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎
）

問　
小
中
学
校
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
予
算
額
で
実
施

可
能
か
。

（
佐
藤 

俊
太
郎
）

問　
一
般
会
計
か
ら
繰
入
の

基
準
内
・
基
準
外
は
ど
う
整

理
し
て
い
る
か
。

（
遊
佐 

亮
太
）

問　

８
年
度
事
業
費
総
額

は
、
７
年
度
と
比
べ
て
増
え

る
の
か
。

（
駒
井 

江
美
子
）

問　
８
年
度
予
算
に
は
な
い

の
で
、
７
年
度
完
了
事
業
と

認
識
し
て
い
る
。
進
捗
を
含

め
て
詳
細
は
。（

本
間 

知
広
）

問　
３
０
８
万
円
の
計
上
。

改
正
の
内
容
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み
）

問　
総
務
費
の
例
規
改
正
委

託
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
特
化
し
た
内
容
か
。

（
菅
原 

和
幸
）
問　
町
民
税
（
個
人
）
が
、

７
年
度
比
３
０
０
０
万
円
増

で
あ
る
。
米
価
格
も
要
因
か
。

（
菅
原 

和
幸
）

問　
各
指
定
管
理
料
や
遊
佐 

高
校
魅
力
化
予
算
増
額
。
予

算
策
定
で
重
要
視
し
た
の

は
。

（
今
野 

博
義
）

遊
佐
高
校
・
子
育
て
支
援

そ
の
他
質
疑

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

下
水
道

遊佐浄化センター

新たな遊佐町ハザードマップ
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⃞

答　
答
６
年
度
か
ら
繰
り
越
し

て
行
っ
て
き
た
復
旧
工
事
。

当
初
計
画
よ
り
工
事
量
が
増 

え
た
部
分
も
補
助
対
象
と
認

め
ら
れ
た
た
め
。

問　
国
の
災
害
査
定
を
受
け 

進
ん
で
い
る
復
旧
工
事
。
完

成
見
込
み
で
増
額
の
理
由
は
。

（
今
野 

博
義
）

⃞

答　
答
体
育
館
の
窓
ガ
ラ
ス
に

遮
熱
・
断
熱
フ
ィ
ル
ム
の
貼

付
工
事
を
行
い
冷
暖
効
果
を

高
め
、
そ
の
後
に
空
調
設
備

導
入
の
検
討
を
行
う
。

⃞

答　
答
国
の
予
算
を
活
用
し
西

浜
の
追
加
伐
倒
を
実
施
。
方

針
は
変
わ
ら
ず
、
重
点
地
区

と
道
路
・
住
宅
際
の
防
除
を

継
続
す
る
。

災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
の
増
額

遊
佐
中
体
育
館

窓
ガ
ラ
ス
工
事
は

松
く
い
虫
防
除
補
正

問　
体
育
館
に
は
指
定
避
難

所
の
機
能
と
し
て
冷
暖
房
設

備
が
必
要
だ
が
そ
の
考
え
は
。

（
渋
谷 

敏
）

問　
二
次
被
害
対
策
を
中
心

に
と
い
う
方
針
転
換
の
中
、

追
加
補
正
２
千
万
円
と
は
。

（
遊
佐 

亮
太
）

農
業
・
水
産
業
振
興

学
校
整
備

松
く
い
虫
対
策

災
害
復
旧

今だに続く災害復旧

枡川孵化場

排水路法面の整形作業

⃞

答　
答
当
初
予
算
９
８
７
０
万 

９
千
円
で
あ
る
が
、
７
年
度

の
実
績
見
込
み
に
よ
り
減
額

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⃞

答　
答
予
算
配
分
は
、
県
内
の

自
治
体
が
同
率
で
減
額
さ
れ

て
い
る
。
各
地
区
の
事
業
の

計
画
は
あ
る
が
、
配
分
に
合

わ
せ
て
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

⃞

答　
答
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
農
業
者
が
機
械
を
整
備

す
る
事
業
で
、
当
初
申
請
額

と
入
札
額
と
の
差
額
が
生
じ

た
た
め
減
額
し
た
も
の
。

⃞

答　
答
月
光
川
水
系
の
鮭
は
町

の
大
切
な
資
源
で
あ
る
。
資

源
の
保
護
に
町
は
何
が
で
き

る
か
を
検
討
し
、
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
等

　
　
　
直
接
支
払
い
交
付
金

多
面
的
機
能
（
長
寿
命
化
）

事
業
は

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援

持
続
可
能
な
水
産
業
支
援
事
業

問　
50
万
円
の
減
額
補
正
。

理
由
は
。

（
斎
藤 

弥
志
夫
）

問　
毎
年
減
額
補
正
が
計
上

さ
れ
る
が
、
配
分
割
合
と
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

（
渋
谷 

敏
）

問　
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業
費
補
助
金
の

１
６
５
万
円
減
額
補
正
の
理

由
は
。

（
斎
藤 

弥
志
夫
）

問　
鮭
の
不
漁
に
対
す
る
今

後
の
支
援
方
策
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎
）

委 員 長　伊原 ひとみ
副委員長　駒井 江美子

3月4日

災害復旧費3406万円を含む
1億9600万円の補正予算が可決

補正予算審査特別委員会

遊佐パーキングエリアタウン整備事業·····1046万円
圃場整備事業················································6876万円
まちづくりセンター整備事業··············· -2290万円

その他の補正予算

審査の詳しい内容
は二次元コードか
らご覧ください。
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⃞

答　
答
医
療
施
設
整
備
の
た
め

申
請
し
て
い
た
が
、
施
工
業

者
が
人
手
不
足
で
工
事
で
き

な
い
旨
の
連
絡
を
受
け
、
取

り
下
げ
た
も
の
。

⃞

答　
答
人
件
費
高
騰
、
入
札
の

不
調
な
ど
も
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
に
お
い
て
は
見

積
も
り
を
精
査
し
た
結
果
で

繰
越
を
決
め
て
い
る
。

⃞

答　
答
国
の
再
算
定
に
基
づ
き
、

１
億
５
千
万
円
の
追
加
交
付

と
な
っ
た
。

⃞

答　
答
お
お
む
ね
当
初
予
算
計

上
額
ま
で
寄
附
金
が
い
た
だ

け
る
見
込
み
。
年
度
末
に
向

け
て
寄
附
額
が
増
加
し
て
お

り
不
足
に
備
え
る
た
め
。

⃞
答　
答
申
請
者
お
よ
び
利
用
者

も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
背
景

に
と
し
て
は
、
65
歳
以
上
で

も
免
許
を
保
有
す
る
方
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

⃞

答　
募
集
に
対
し
、
Ｄ
Ｘ
推

進
、
移
住
定
住
促
進
の
隊
員

の
採
用
に
至
ら
ず
。
ほ
か
に

休
職
し
た
隊
員
も
い
る
な
ど

の
理
由
で
減
額
と
な
っ
た
。

⃞

答　
答
Ｄ
Ｘ
推
進
と
移
住
定
住

促
進
に
関
し
て
は
、
計
画
通

り
の
採
用
が
で
き
な
か
っ
た
。

職
員
が
当
面
担
当
す
る
予
定
。⃞

答　
答
当
初
予
算
は
１
０
７
万 

５
千
円
。
上
限
20
万
円
の
補

助
金
で
す
で
に
執
行
済
。
新

た
に
２
件
の
相
談
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
。

⃞

答　
答
国
の
制
度
改
正
に
伴
う

義
務
的
な
対
応
で
あ
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
事
務

の
適
正
執
行
を
確
保
す
る
た

め
行
う
も
の
で
あ
る
。

⃞
答　
答
国
か
ら
の
補
助
が
満
額

こ
な
か
っ
た
こ
と
で
の
管
口

カ
メ
ラ
調
査
先
送
り
と
、
処

理
場
耐
震
診
断
や
ポ
ン
プ
工

事
等
、
事
業
の
縮
小
に
よ
る

減
額
。

⃞

答　
答
Ｊ
Ｒ
羽
越
線
跨
線
橋
を

含
め
１
１
６
橋
で
あ
る
。

地
域
医
療
施
設
整
備
補
助
金

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

増
額
は

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
減
少
傾
向
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

好
評
の
ス
マ
ホ
教
室ど

う
対
応

空
き
家
利
活
用
支
援
事
業

補
助
金

国
が
全
額
補
助
し

シ
ス
テ
ム
を
改
修

繰
越
明
許
費
・
事
業
施
行
は

普
通
交
付
税
の
追
加
交
付

下
水
道
事
業
の
減
額
補
正

橋
梁
点
検
長
寿
命
化
は

問　
対
象
者
の
事
業
実
施
見

送
り
に
よ
り
１
０
０
０
万
円

の
減
額
だ
が
、そ
の
理
由
は
。

（
本
間 
知
広
）

問　
町
の
財
政
も
厳
し
い
中
、

繰
越
明
許
費
が
多
い
よ
う
だ

が
、
予
算
は
大
丈
夫
か
。

（
那
須 

正
幸
）

問　
12
月
定
例
会
で
は
、
留
保

額
は
ゼ
ロ
の
見
込
み
だ
っ
た

が
、
追
加
交
付
の
経
緯
は
。

（
駒
井 

江
美
子
）

問　
歳
入
増
の
予
算
見
込
み 

が
な
く
、
歳
出
の
み
の
増
額

な
の
は
な
ぜ
か
。

（
今
野 

博
義
）

問　
利
用
助
成
金
を
、
当
初

か
ら
２
０
０
万
円
減
ず
る
の

は
、利
用
者
減
に
よ
る
も
の
か
。

（
菅
原 

和
幸
）

問　

事
業
費
減
額
の
理
由

は
。

（
駒
井 

江
美
子
）

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
、
移
住
定
住

促
進
の
担
当
協
力
隊
２
名
不

在
と
な
る
。
担
当
業
務
ど
う

進
め
る
。

（
那
須 

正
幸
）

問　
空
き
家
の
家
財
道
具
処

分
支
援
と
し
て
40
万
円
の
増

だ
が
、
詳
細
は
。

（
本
間 

知
広
）

問　
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
と
し
て
５
０
０
万

円
増
で
あ
る
。事
業
内
容
は
。

（
菅
原 

和
幸
）

問　
繰
出
金
や
国
庫
補
助
、

建
設
改
良
費
の
減
額
は
何
が

要
因
か
。

（
遊
佐 

亮
太
）

問　
７
年
度
実
施
予
定
を
含

め
、町
内
の
全
橋
梁
の
数
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎
）

福
祉
の
充
実

ふ
る
さ
と
納
税

そ
の
他
質
疑

生
活
環
境

貴重な財源である ふるさと納税
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一
般
質
問
の
要
旨
（
通
告
順
）

　
遊
佐 

亮
太 

議
員

◎
中
期
財
政
運
営
と
成
長
投
資
は

　
本
間 

知
広 

議
員

◎
集
落
支
援
員
設
置
の
理
由
は

　
那
須 

正
幸 

議
員

◎
ク
マ
か
ら
町
民
の
命
を
守
る
対
策
は

　
佐
藤 

俊
太
郎 
議
員

◎
消
防
団
の
資
機
材
配
備
は

今年もクマはもちろんですが、イノシシの出没も心配です。（高瀬 Hさん）
Re:活動の一環でイノシシ対策の講習会を行っています。詳しくは議会事務局まで。

町の行政全般にわたっ
て、問題や課題を明ら
かにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求
めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映
像は二次元コードからアク
セスしてください。

一般質問とは

一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う

9
議
員
登
壇
3
月
5
日
・
6
日◎

…
記
事
掲
載
あ
り

○
…
記
事
掲
載
な
し

　
斎
藤 

弥
志
夫 

議
員

◎
山
岳
ト
イ
レ
は
有
料
制
に

○
ジ
オ
サ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

　
駒
井 

江
美
子 

議
員

◎
視
覚
障
が
い
者
へ
の
町
の
対
応
は

○
遊
佐
中
3
年
生
向
け
学
習
支
援
塾
は

　
今
野 

博
義 

議
員

◎
情
報
公
開
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は

　
渋
谷 

敏 

議
員

◎
臂
曲
岩
石
採
取
に
関
す
る
町
の
判
断
は

○
災
害
時
に
お
け
る
公
衆
衛
生
体
制
は

　
菅
原 

和
幸 

議
員

◎
33
億
円
の
投
資
を

　
町
の
未
来
に
ど
う
活
か
す
の
か
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R２２年度の人口は現在から３割減少
（人口ビジョンより）

河原宿の山岳トイレ

答　

借
入
金
の
償
還
終
了
は
、「
新
・

道
の
駅
」
が
20
年
度
、
新
庁
舎
が
33
年

度
を
予
定
す
る
。
道
路
網
は
、
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

道
の
整
備
要
望
と
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
た

め
の
町
道
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
役
場
新
庁
舎
建
設
の
償
還
金
に
加

え
「
新
・
道
の
駅
」
建
設
で
も
借
り
入

れ
る
が
、
町
民
一
人
当
た
り
の
償
還
は
、

ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
。「
新
・
道
の

駅
」
開
業
を
「
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
」
と
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
施

策
も
進
め
る
べ
き
。

遊
佐
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る

33億円の投資を町の未来にどう活かすのか

菅
すが

原
わら

 和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

中期財政運営と成長投資は

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

山岳トイレは有料制に

答　
山
岳
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
に
年
間

約
１
６
０
０
万
円
支
出
し
て
い
る
。

　

登
山
者
の
ト
イ
レ
の
利
用
に
お
け
る

協
力
金
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
時
期

に
き
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
ま
ず
は

チ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
の
継
続
と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
呼
び
か

け
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
山
岳
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
に
は
莫

大
な
経
費
が
か
か
る
。
登
山
者
が
負
担

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
環
境
省

の
方
針
の
と
お
り
、
有
料
制
に
す
べ
き

で
あ
る
。

登
山
者
の
協
力
金
の
あ
り
方

質問者の動画が
見られます。

答　
財
政
は
過
度
に
悲
観
す
べ
き
で
な

い
が
余
力
は
大
き
く
な
い
。
上
水
道
は

老
朽
化
し
た
大
楯
浄
水
場
改
築
に
約

21
億
円
か
か
る
見
通
し
。
下
水
道
は
設

備
更
新
と
基
準
内
外
の
繰
入
整
理
が
課

題
。
上
下
水
道
料
金
の
改
定
を
検
討
。

問　
財
政
が
「
厳
し
い
」
の
一
言
で
は

な
く
客
観
的
な
指
標
も
踏
ま
え
た
財
政

の
現
状
認
識
は
。

　
上
下
水
道
事
業
も
含
め
た
起
債
と
償

還
の
見
通
し
、
町
全
体
の
投
資
・
更
新

の
状
況
は
。

財
政
と
上
下
水
道
の
見
通
し

質問者の動画が
見られます。

「町民と議会の懇談会」はよい企画ですね。都合がつけば参加してみたいです。（遊佐 Wさん）
Re:7年度は懇談会のスタイルを変えました。誰でも参加できますので、お待ちしています。

R7 年末の遊佐町の人口 11,818 人で算定
■新・道の駅整備事業
　町民一人当たりの年償還額　7,075 円

　（据置期間を含む償還期間／ 12 年間）

■役場新庁舎建設事業
　町民一人当たりの年償還額　4,930 円

　（据置期間を含む償還期間／ 30 年間）

合計 12,005 円／町民一人
　　　　　　　　　　　　（～ R20 年度）

斎
さい

藤
とう

 弥
や

志
し

夫
お

議員

遊
ゆ

佐
さ

 亮
りょう

太
た

議員
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令和 8年 5月 1日� （10）

答　
視
覚
障
が
い
の
方
へ
は
、
申
請
書

等
の
代
読
、
代
筆
、
庁
舎
内
の
付
き
添

い
な
ど
状
況
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
用
具

に
対
す
る
給
付
要
件
を
緩
和
し
、
盲
人

用
血
圧
計
を
新
た
に
対
象
に
加
え
た
。

問　
町
は
「
遊
佐
町
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
視
覚
障
が
い
を
持
つ

方
の
た
め
に
、
合
理
的
配
慮
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

配
慮
は
町
の
大
切
な
責
務

視覚障がい者への町の対応は

クマから町民の命を守る対策は

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

子どもたちや若い人の未来に向けて手厚い策を進めていることを知ることができます。（遊佐 Mさん）
Re:町の安心・安全・持続に向けて、今後も一生懸命頑張ってまいります。

答　
担
い
手
不
足
は
大
き
な
課
題
で
、

新
た
に
新
規
就
農
・
有
害
鳥
獣
対
策
に

取
り
組
む
協
力
隊
を
採
用
予
定
。
狩

猟
・
わ
な
猟
等
免
許
取
得
に
は
、
町
で

補
助
金
交
付
し
て
い
る
。
不
要
果
樹
伐

採
は
８
年
度
か
ら
県
と
合
わ
せ
て
１
本

当
た
り
の
補
助
上
限
が
４
万
円
に
増
額

さ
れ
る
。

問　
ク
マ
の
出
没
件
数
が
急
増
し
町
民

も
不
安
で
あ
り
、
猟
友
会
の
高
齢
化
で

人
員
の
確
保
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
銃
所
持
ま
で
の
狩
猟
免
許
及
び
わ
な

猟
免
許
取
得
に
係
る
経
費
補
助
と
不
要

果
樹
伐
採
補
助
へ
の
増
額
は
。

対
策
に
取
り
組
む
協
力
隊
を
採
用

質問者の動画が
見られます。

答　
集
落
の
現
状
や
課
題
を
把
握
、
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
た
め
、
各
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
集
落
支
援
員
を
配

置
し
、
体
制
強
化
を
図
る
も
の
。

　

８
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
集
落
点
検

を
行
い
、
施
策
や
対
策
の
方
針
を
検
討

し
て
い
く
。

施
策
の
方
向
性
や
対
策
の
方
針
を
検
討

質問者の動画が
見られます。

集落支援員設置の理由は

本
ほん

間
ま

 知
とも

広
ひろ

議員

問　
人
口
減
少
に
よ
り
集
落
の
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

新
た
に
集
落
支
援
員
を
配
置
す
る
よ
う

だ
。「
集
落
の
維
持
、
活
性
化
対
策
を

推
進
」
の
目
的
で
設
置
す
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
目
的
に
至
っ
た
理
由
は
。

那
な

須
す

 正
まさ

幸
ゆき

議員

駒
こま

井
い

 江
え

美
み

子
こ

議員

庁舎敷地内の点字ブロック

各まちづくりセンターに1名配置
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（11）� 遊佐町議会だより

ドローンの活用促進
（内閣府HPより）

　遊佐町議会ホームページ

答　
条
例
の
施
行
規
則
で
定
め
る
「
２

m
」
は
規
制
対
象
事
業
の
一
つ
の
基
準
。

予
防
原
則
に
基
づ
き
個
々
の
事
案
に
対

応
で
き
る
よ
う
科
学
的
知
見
を
高
め
て

い
く
。
跡
地
処
理
は
県
に
よ
る
監
督
・

指
導
が
行
わ
れ
る
。
町
も
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
。

問　
昨
年
３
月
に
事
前
協
議
書
が
出
さ 

れ
て
以
降
、
水
循
環
保
全
に
関
す
る
町

の
判
断
が
周
知
し
尽
く
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
掘
削
制
限
と
湧
水
環
境
を

守
る
予
防
原
則
、
採
石
跡
地
処
理
と
緑

化
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

予
防
原
則
に
基
づ
き
科
学
的
知
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
て
い
く

情報公開は積極的に行うべきでは

質問者の動画が
見られます。

答　
現
在
は
役
場
で
閲
覧
で
き
る
こ
と 

で
公
開
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
は
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
世
界

中
か
ら
確
認
で
き
る
。
犯
罪
等
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
控
え
た
い
。
議
会

へ
は
制
限
で
は
な
く
お
願
い
す
る
も
の
。

問　

執
行
部
か
ら
の
要
請
で
、議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
予
算

書
、決
算
書
等
の
議
案
書
が
削
除
さ
れ

た
の
が
７
年
10
月
。議
会
は
「
原
則
は

公
開
す
る
べ
き
」で
全
会
一
致
。議
会
で

の
公
開
を
制
限
す
る
と
の
こ
と
か
。

詳
し
す
ぎ
る
資
料
公
開
の
影
響
を
懸
念

臂曲岩石採取に関する町の判断は

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

消防団の資機材配備は

答　
ド
ロ
ー
ン
操
縦
に
は
免
許
が
必
要

な
こ
と
、
団
員
以
外
は
使
用
が
で
き
な

い
な
ど
の
制
約
が
あ
る
。
幹
部
会
議
に

諮
り
、
何
が
必
要
か
を
検
討
し
対
応
し

た
い
。

問　
国
の
補
助
３
分
の
１
で
実
施
さ
れ

る
「
消
防
団
救
助
能
力
向
上
資
機
材
緊

急
整
備
事
業
」。
こ
れ
に
ド
ロ
ー
ン
配

備
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
な
ど

に
活
用
で
き
る
と
思
う
が
配
備
予
定
は
。

消
防
団
幹
部
会
議
で
検
討
す
る

質問者の動画が
見られます。

その他にもたくさんのご意見を頂戴しています。これを励みにますます精進して参ります。
今後とも「議会だより」をよろしくご愛顧ください。

渋
しぶ

谷
や

 敏
さとし

議員

今
こん

野
の

 博
ひろ

義
よし

議員

臂曲地区採石跡地周辺の様子

佐
さ

藤
とう

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

【講習のイメージ】

ドローンの活用促進

指導員（委託事業者）研修生

操縦講習（初級）

講習
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事業費増額と
経費計上先送り

　厳しい財政にもかかわらず、数々の町単独新規事業、各指定管理料の増額、
遊佐高校魅力化事業の増額などを見込む。一方で、ふるさと納税による歳入

提案理由

❶歳入に伴い、見込まれる歳出は同時計上とし、歳入規模に応じた事業の選択を行うこと。
❷町単体の事業はその成果を分析し、財源をより効果的に活用できるよう事業の取捨選択を進めること。
❸各指定管理科は、物価高騰や人件費高騰を理由に際限なく増加することのないよう管理料の削減に努めること。

付帯決議（案）

予算が予算が

足りない足りない
！？

上程議案

遊
佐
亮
太

伊
原
ひ
と
み

駒
井
江
美
子

今
野
博
義

渋
谷
敏

本
間
知
広

那
須
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

菅
原
和
幸

土
門
治
明

斎
藤
弥
志
夫

髙
橋
冠
治

議決結果
（賛成：反対）

議26号 ゆざ元町地域交流センターの指定管理者の指定について ◯ ◯ ◯ × ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（9：1）

発議2号 議第9号 令和８年度遊佐町一般会計予算に対する付帯
決議について ◯ ◯ × ◯ × × ◯ ◯ × × × ― 否決（5：6）

賛否が分かれた議案 3月定例会 〇賛成　×反対　議長(髙橋冠治）は採決に加わらない

※付帯決議とは、議案そのものには賛成だが、何らかの
意見を表明したい場合に「付帯」してする決議

付帯決議提出
付帯発議は
こちらから

（収入）は6億円を見込むが、返礼品などの確実に発生する経費の計上は一部のみ。不足分
は今後の補正予算対応となる。収入は最大限に見込むが、同時に発生する経費の計上は先送
りにし、これからの財源を先取りするもの。
　補正予算の財源は①前年度からの繰越金 ②起債（借金）③基金繰入（積立金の取り崩し）
であり、補正予算のたびに交付金が入るわけではないことから、これまで以上に危機感を
持って編成にあたるべき。

　この財政の組み方は非常に危うい。基金からの繰
り入れが多く、災害等に備える財政調整基金を圧
迫している。将来の安心安全を先食いするもので、
節度ある財政規律から外れているのでは。遊佐町
の現状と真摯に向き合い何を優先して取り組むべ
きか改めて見直してほしい。

　財政に危機感をもって臨むべきであることは十分
感じている。議会として条件を付けることに違和感。
この方法しかなかったのか。他の手段があったのでは
ないか。決議内容は質疑の中で、何度も繰り返してき
たこと。議員各位の冷静な判断をお願いする。

遊佐 亮太 議員
ゆ　　さ りょう　た

本間 知広 議員
ほん　 ま とも　ひろ

しん   し

賛 成賛 成 反 対反 対

令和 8年 5月 1日� （12）

今
こん

野
の

博
ひろ

義
よし

  議員
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（13）� 遊佐町議会だより

３月定例会の議案内容 (補正予算他、28件)

議案番号 議案名 内　容

議3号 令和7年度遊佐町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認について 歳入、歳出にそれぞれ3600万円を追加し
歳入、歳出それぞれ115億2100万円とする

議4号 令和7年度遊佐町一般会計補正予算（第8号） 歳入、歳出それぞれ1億９６００万円を追加し
歳入、歳出それぞれ１１７億１７００万円とする

議5号 令和7年度遊佐町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 歳入、歳出それぞれ２４０５万９千円を減額し
歳入、歳出それぞれ１５億７４７１万円とする

議6号 令和7年度遊佐町介護保険特別会計補正予算（第3号） 歳入、歳出それぞれ５０００万円を追加し
歳入、歳出それぞれ２０億7００万円とする

議7号 令和7年度遊佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 歳入、歳出それぞれ788万9千円を追加し
歳入、歳出それぞれ２億5123万９千円とする

議8号 令和7年度遊佐町下水道事業会計補正予算（第1号） 事業収益から1500万円、事業費用から
1700万円をそれぞれ減ずるもの

議9号 令和8年度遊佐町一般会計予算 歳入歳出予算の総額をそれぞれ119億9800万円とするもの

議10号 令和8年度遊佐町国民健康保険特別会計予算 歳入歳出予算の総額をそれぞれ15億8700万円とするもの

議11号 令和8年度遊佐町介護保険特別会計予算 歳入歳出予算の総額をそれぞれ19億2200万円とするもの

議12号 令和8年度遊佐町後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出予算の総額をそれぞれ2億8000万円とするもの

議13号 令和8年度遊佐町水道事業会計予算 収益的収入及び支出を、水道事業収益３億６110万９千
円、水道事業費用３億5930万２千円とするもの

議14号 令和8年度遊佐町下水道事業会計予算 収益的収入及び支出を、下水道事業収益6億3018万
円、下水道事業費用6億2247万９千円とするもの

議15号 遊佐町乳児等通園支援事業利用料徴収条例の設定について 遊佐町乳児等通園支援事業に伴い、遊佐町乳児等通
園支援事業利用料徴収条例を設定するもの

議16号 一般職の職員等の旅費に関する条例の設定について 6年度の国家公務員等の旅費に関する法律の改正を受
け、地方公務員旅費制度の見直しを行うもの

議17号 遊佐町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関す
る法律の一部を改正する法律の施行に伴うもの

議18号 町長等の損害賠償責任の一部を免責する条例の一部を改正する条例の制定について 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、引用
条項のずれを改正するもの

議19号 遊佐町まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

蕨岡まちづくりセンターを旧蕨岡小学校に移転することに
伴い、位置を変更するもの

議20号 技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

山形県人事委員会勧告等に準じ、職員の給与改定等
を行うため改正するもの

議21号 遊佐町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

一定の知識及び経験を有するものを「みなし支援員」と
して配置できることとするもの

議22号 遊佐町山小屋の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 滝の小屋の宿泊及び休憩の使用料を、管理人の常駐
期間、不在期間についてそれぞれ改正するもの

議23号 鳥海ふれあいの里保養施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

遊楽里及びあぽん西浜の入浴料を大人1人500円に、
大平山荘の宿泊料を大人1人1泊6140円に改めるもの

議24号 R6災46-5杉沢（3） 農地・農業用施設災害復旧工事に係る請負契約の一部変更について 契約工期を３月19日から5月29日に変更するもの

議25号 令和6年災第9120号町道唐戸岩・鹿野沢線道路災害復旧工事に係る請負契約の
一部変更について 契約工期を３月３１日から8月３1日に変更するもの

議26号 ゆざ元町地域交流センターの指定管理者の指定について 指定期間を令和８年４月１日から11年３月３１日とし、遊
佐町商工会を指定するもの

議27号 遊佐町過疎地域持続的発展計画の策定について 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第
８条の定めにより策定するもの

議28号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 令和６年３月13日議第40号議決、白井・金俣辺地に
係る公共的施設の総合整備計画を変更するもの

議29号 遊佐町固定資産評価審査委員会委員の選任について 佐藤克昭氏が３月３１日をもって任期満了となることから、
新たに阿部勝志氏を選任することに同意

議30号 令和７年度遊佐パーキングエリアタウン（道の駅移転整備）駐車場外構整備工事に
係る請負契約の一部変更について

契約工期を3月20日から6月30日に、契約額を1億
8700万円から2億158万6千円に変更するもの

発議2号 議第9号 令和８年度遊佐町一般会計予算に対する付帯決議について ９号議案の執行に当たり３点の意見を付し、真摯にかつ
確実に所要の対応をされることを求めるもの

〈傍聴者　 のべ15人〉
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議案番号 議案名 内　容

議1号 令和7年度遊佐町一般会計補正予算（第5号）の専
決処分の承認について

歳入、歳出にそれぞれ1000万円を追加し
歳入、歳出それぞれ112億２7００万円とする

議2号 令和7年度遊佐町一般会計補正予算（第6号） 歳入、歳出にそれぞれ２億58００万円を追加し
歳入、歳出それぞれ114億85００万円とする

発議1号 松永裕美町長に対する問責決議 臨時会の審議において、補正予算案否決や修正案の提出を封印し、議会
の判断の余地を狭めたとし、町長の責務を深く認識し猛省を強く求めたもの

1 月 臨 時 会

今野博義議員他 賛成者1名より提出されました

❶国への実施計画提出が済んでいるため事業変更ができない
❷議会で否決等された場合、交付金申請が出来ないため予算が獲得できない
以上の理由から予算獲得を目指すならば、議会は、審査はするが原案に賛成せざるを得な
い。実質的に議会の議決権を制限し、二元代表制を無視した行為に対し町長の猛省を求める。

提
案
理
由

　この度の一般会計補正予算は「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」の活用
事業を決定する重要なもの。特に「キャッシュレス決済20％ポイント還元事業」は
これまでの経過や公平性の観点からも議会が慎重に審議すべき事業。

1月臨時会の議案内容 （補正予算他、2件）

〈傍聴者　 のべ5人〉

町長町長に対するに対する問責決議問責決議
問責発議は
こちらから

否決否決

佐藤 俊太郎
議員

さ  とう しゅんた  ろう

本間 知広
議員

ほん ま ともひろ

駒井 江美子
議員

こま  い え   み   こ

渋谷 敏
議員

しぶ や さとし

　当町に最も重要なのは町民に
対する公平性。県内の多くの
自治体が、地域商品券やクー
ポン券配布との報道も。事業
内容によっては予算を否決し
た県内自治体もある。問責
決議に賛成。

　議会も執行部も町民の幸
せを願っていることは一緒。
議会の案を受け付けない進め方
をしたことが問題。議会の意見を
反映させられない進め方が問題
であり問責決議に賛成する。

　このようなスケジュールにならざ
るを得なかったことは理解する。
議論の幅は狭まるが、原案は
どのように町民に還元するか一
生懸命考えてある。問責決議
まではしなくて良いのでは。

　自治体や議会で十分な検討
や議論の時間が確保できない

ことは否めない。限られた条件の
中で最善を尽くそうとする執行部の
取り組みに、理解と後押しをすること
が議員に求められていること。問責
決議は否定すべき。

反 対反 対賛  成賛  成

討論討論

令和 8年 5月 1日� （14）

今
こん
野
の
博
ひろ
義
よし
  議員

上程議案

遊
佐
亮
太

伊
原
ひ
と
み

駒
井
江
美
子

今
野
博
義

渋
谷
敏

本
間
知
広

那
須
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

菅
原
和
幸

土
門
治
明

斎
藤
弥
志
夫

髙
橋
冠
治

議決結果
（賛成：反対）

発議1号 松永裕美町長に対する問責決議 ◯ × ◯ ◯ × × × ◯ × × × ― 否決（4：7）

賛否が分かれた議案 1月臨時会 〇賛成　×反対　議長(髙橋冠治）は採決に加わらない
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　翌債承認が3月24日にあったことから、誤りを是正するための臨時会を3月30日に召集。議会は同日に原案可
決とした。審議の結果は以下による。

　1月26日に7年度国庫負担金の交付決定があったことから、町は同日に請負業者と、工期を延長す
る変更契約を締結。その承認を得る議案を3月定例会に上程、議会は3月13日に原案可決とした。 
　その後、同変更契約は、翌債承認後に締結しなければならないことが分かり、誤りのある変更契
約を議会に上程したことが判明した。

〇事故繰越とは

〇翌債承認とは

予算執行中に発生した災害や工事の遅延など、予測不能で避けがたい事故が
原因で、年度内に支出できなかった経費を、翌年度に繰り越して支出するこ
とができる措置。
財政法等に基づき、予算で定められた事業が年度内に完了しない場合に、財
務大臣などの承認を受け、支出負担行為や支出を翌年度に繰り越す制度。

　国に対し、6年度国庫負担金分は事故繰越、7年度分は翌債承認の手続きを進めた。

　当工事は、6年度および7年度に公共土木施設災害復旧事業費国庫負担金の交付決定を受け進め
たが、クマの出没による工事の一時中止などにより、7年度内の完成が見込めないとし、8年度に
繰り越す判断をした。

　令和6年7月25日の災害に伴う同工事は、7月臨時会（令和7年7月1日）に議案を上程、原案可
決に基づき、町は落札者と完成工期を8年3月31日とする契約を締結した。

詳細は
こちらから

上程議案

遊
佐 

亮
太

伊
原 

ひ
と
み

駒
井 

江
美
子

今
野 

博
義

渋
谷 

敏

本
間 

知
広

那
須 

正
幸

佐
藤 

俊
太
郎

菅
原 

和
幸

土
門 

治
明

斎
藤 

弥
志
夫

髙
橋 

冠
治

議決結果
（賛成：反対）

再議1号
議第25号令和6年災第9120号町道唐戸岩・鹿野
沢線道路災害復旧工事に係る請負契約の一部変
更についての再議について

× × × × × × × × × × × ― 否決（0：11）

議31号 令和6年災第9120号町道唐戸岩・鹿野沢線道路
災害復旧工事に係る請負契約の一部変更について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：0）

国に対する手続きについて

議会に再議を求めた議案

〇賛成　×反対　議長(髙橋冠治）は採決に加わらない

再議

令和6年災第9120号町道唐戸岩・鹿野沢線道路災害復旧
工事に係る請負契約の一部変更についての再議について

議25号

3月臨時会に上程された議案　議31号

遊佐町議会 初

変更契約とする要因が発生

（15）� 遊佐町議会だより

町長が再議を求める
執行部の確認不足により
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研修の様子

危険空き家事例

総務厚生常任委員会
活動概要

　総務厚生常任委員会では、11月4日に鳥海山・飛島ジオパークの活動と今後の
方向性の研修を、11月27日に町内空き家の現状と対応の視察をした。

　観光振興にとどまらず、自然・歴史・文化
を生かした教育や研究、地域づくりにつなが
る取り組みであることを再確認した。今後は、

　6年度調査で町内空き家が574件、うち解体が必要と思われるDランクが175件で
あることを確認した。現地確認を通じ、老朽化の進行だけでなく、所有者の所在や
管理意向、周辺環境への影響など、空き家問題が個別事情の重なる複雑な課題であ
ることを再認識した。今後は、危険空き家への優先対応を進める一方、活用可能な
物件は移住定住施策や空き家バンク等と連携し、利活用と除却の両面から実効性あ
る対策を進める必要がある。

ジオパーク研修

空き家問題視察

７年度委員会  活動レポート

学校教育や情報発信、
体験機会の充実など、
町の施策との連携をさ
らに深める必要がある。

令和 8年 5月 1日� （16）
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文教産建常任委員会
活動概要

　文教産建常任委員会では、12月16日に旧藤崎小学校の餅加工場と放課後子ども
教室「ふじっこ」視察を、1月29日にゆる〜くもやもやを話す会（ゆるもやトーク）
を開催した。

　「議会はもっと若い人の意見を聞くべき」という町民
の声を受けて3年前に企画したものを継続している。7
年度で3回目。声がけ方式で、20代～50代までの方に
参加いただいた。飲み物とお菓子を手に、日頃感じてい
るもやもやをグループで共有してもらった。今回は、子
どもの居場所やクマの影響、消防団のことなど様々な話
題が出た。意見は、今後の委員会活動に活かしていく。

ゆる～くもやもやを話す会（ゆるもやトーク）

　放課後子ども教室の「ふじっこ」は、1～3年生の子
どもたちを有償ボランティアの方々が見守りを行う。8
年度も放課後子ども教室としては唯一活動を継続する。
運営のお話を聞き、子どもたちが元気に遊ぶ様子を視
察。「ふじっこ」は8年度で終了する。その後の子どもた
ちの居場所をどう確保していくのかが課題に見えた。

放課後子ども教室「ふじっこ」

　町の補助も使い、整備された餅加工場。代表の方から、
餅加工の工程を詳しく案内していただいた。衛生面を徹底
するために様々な工夫をしていること、来シーズンは「生
活クラブ生協」の正月向け企画に掲載してもらえるよう動
いていくことをお聞きした。遊佐のもち米と水を使った商
品なので、雇用を作り出すことも含め今後に期待している。

餅加工場

７年度委員会  活動レポート

餅つき機

体育館での様子

稲川まちづくりセンターにて

（17）� 遊佐町議会だより
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利府町役場にて

川西町役場議場にて

遊
佐
町
議
会
だ
よ
り
が

で
き
る
ま
で

掲
載
内
容
、
ペ
ー
ジ
構
成
、

担
当
を
決
め
る

原
稿
づ
く
り

印
刷
会
社
へ
入
稿

校
正
・
再
入
稿
・
校
了

皆
さ
ま
の
お
手
元
へ

STEP ❶STEP ❷STEP ❸STEP ❹STEP ❺

一
般
質
問
、
補
正
予
算

な
ど
の
原
稿
を
各
議
員

に
依
頼
。
原
稿
の
確
認

そ
の
他
の
ペ
ー
ジ
議
案

内
容
、
特
集
記
事
な
ど

作
成

表
紙
の
写
真
撮
影

皆
さ
ま
の
お
手
元
へ

　

全
国
町
村
議
会
だ
よ
り
コ
ン

ク
ー
ル
の
上
位
に
顔
を
連
ね
る
。

「
中
学
生
で
も
わ
か
る
」
を
合

言
葉
に
町
民
目
線
と
い
う
視
点

を
持
っ
て
編
集
を
行
っ
て
い
る
。

　

定
例
会
前
に
議
会
だ
よ
り
の

ペ
ー
ジ
数
、
構
成
、
担
当
分
担

な
ど
を
決
め
て
編
集
す
る
。
一

般
質
問
は
、
書
い
た
本
人
の
原

稿
を
尊
重
は
す
る
が
、
編
集
権

限
は
委
員
会
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　

各
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
も
担

当
者
が
決
め
て
行
っ
て
い
る
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
年
度
初
め

に
委
員
会
で
そ
の
年
の
構
成
や

テ
ー
マ
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
子
ど
も
の
写
真
が
多

か
っ
た
が
、
7
年
度
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
て
い
る
。

　

７
年
度
全
国
町
村
議
会
だ
よ

り
コ
ン
ク
ー
ル
１
位
を
獲
得
。

常
に
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
に
い

る
。

　

定
例
会
の
初
日
や
最
終
日
に

委
員
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
議

会
終
了
後
翌
月
に
議
会
だ
よ
り

を
ス
ピ
ー
ド
発
行
し
て
い
る
。

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
町
民
に
お

願
い
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
り
、
文
章
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
協
力
を

お
願
い
し
て
町
民
目
線
、
読
み

や
す
さ
を
徹
底
し
て
い
る
。「
町

民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
や
、「
街

か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
な
ど
、

議
員
が
町
に
出
て
多
く
の
取
材

を
し
て
い
る
。

《
視
察
を
終
え
て
》佐

藤
俊
太
郎

　

コ
ン
テ
ス
ト
評
価
が
常
に
上

位
で
あ
る
理
由
の
一
端
を
理
解

で
き
た
。
見
習
う
べ
き
こ
と
は

素
直
に
実
践
す
べ
き
と
感
じ
た
。

今
野
博
義

　

毎
号
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し

町
民
に
読
み
や
す
い
広
報
を
作

る
姿
勢
に
感
服
。
正
確
な
情
報

を
早
く
届
け
る
こ
と
を
心
掛
け

た
い
。

駒
井
江
美
子

　

広
報
委
員
が
町
に
出
て
「
街

か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
な
ど
町

民
の
声
を
多
く
載
せ
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

《
視
察
を
終
え
て
》

本
間
知
広

　

提
出
し
た
原
稿
な
ど
は
、
あ

く
ま
で
も
「
編
集
の
素
材
と
し

て
使
う
」
と
い
う
考
え
方
に
徹

し
て
い
る
所
は
参
考
に
な
っ
た
。

斎
藤
弥
志
夫

　

利
府
町
の
一
般
質
問
は
議
員

の
質
問
を
二
つ
と
も
書
い
て
い

て
幅
が
広
い
し
、
遊
佐
町
の
広

報
で
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

菅
原
和
幸

　

各
号
と
も
当
議
会
よ
り
10
頁

ほ
ど
多
い
。
町
の
広
報
契
約
者

に
委
託
す
る
当
議
会
と
違
い
、

毎
年
同
一
社
に
依
頼
し
経
費
を

抑
え
て
い
る
た
め
可
能
ら
し
い
。

宮
城
県
利
府
町

山
形
県
川
西
町

委員会活動レポート
実施日 1月19～20日議会広報常任委員会

全国的に優れた議会だよりを作成している二町の編集の実際を視察

令和 8年 5月 1日� （18）



予
算
審
査
補
正
予
算
修
正
案

一
般
質
問
付
帯
決
議
議
案
内
容
・
採
決
問
責
決
議
再
議
の
結
果
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

　

ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
と
む
か

し
話
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
、
図
書

館
で
18
年
前
か
ら
月
１
回
「
せ
か
い

の
む
か
し
ば
な
し　

ま
ほ
う
の
じ
ゅ

う
た
ん　

お
は
な
し
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
は
お

休
み
し
ま
し
た
が
、
４
月
ま
で
に

２
２
７
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
な

ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
お

話
を
選
ん
で
語
っ
て
い
ま
す
。
人
前

で
話
す
と
き
は
、
心
臓
が
口
か
ら
飛

び
出
し
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
く
ら
い
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
お
話
を
聞
い
て
い
る
子
ど
も
た

ち
と
お
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
共
有
で

　

図
書
館
主
催
の
素
語
り
講
座
の
開

催
が
年
々
減
っ
て
い
っ
た
の
で
「
そ

れ
な
ら
自
分
た
ち
で
先
生
を
呼
ぼ
う
」

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
お

い
し
い
お
か
ゆ
の
会
」
と
い
う
名
前

で
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
グ
リ
ム

童
話
の
「
お
い
し
い
お
か
ゆ
」
と
い

う
お
話
が
名
前
の
由
来
で
す
。
日
本

や
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
む
か
し
話
を

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
わ
ず
に

語
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
会
員
は
６
人
で
し
た
が
、

現
在
は
９
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
施
設
や
団
体
を
た
ず
ね
ま
す
。

今
回
は
、
本
な
ど
何
も
持
た
ず
に
お
話
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
（
語
り
）」
の

「
お
い
し
い
お
か
ゆ
の
会
」。
代
表
は
佐
藤
玲
子
さ
ん
で
、
メ
ン
バ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
る
と
き
に
お
邪
魔
し
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

252525

Yuzajin

シリーズ

耳
か
ら
の
読
書

お
い
し
い
お
か
ゆ
の
会

　
「
お
い
し
い
お
か
ゆ
の
会
」
は
、
30

年
ほ
ど
前
に
初
め
て
ス
ト
ー
リ
ー
・

テ
リ
ン
グ
を
聞
い
て
、
体
が
グ
ラ
グ

ラ
す
る
ほ
ど
感
動
し
た
メ
ン
バ
ー
が

い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
、

東
京
子
ど
も
図
書
館
で
ス
ト
ー

リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
の
講
師
を
し
て
い

た
佐
々
梨
代
子
先
生
が
新
庄
に
い
た

こ
と
、
先
生
を
招
い
て
行
っ
た
図
書

館
の
講
座
で
、さ
ら
に
他
の
メ
ン
バ
ー

が
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

ろうそくをつけて語ります

こどもおはなし会の様子

メンバーで打ち合わせ中

発
足
の
経
緯

聴
く
耳
を
育
て
た
い

　

本
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
わ
ざ

わ
ざ
覚
え
て
語
る
の
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
言
葉
だ
け
を
聞
い
て
自

由
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
思
い
を
め

ぐ
ら
し
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
と

て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
想
像
力
や

創
造
力
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

絵
本
に
出
て
く
る
お
姫
様
の
絵
が

イ
メ
ー
ジ
と
合
わ
な
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
語
り
で
聞
く
と
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
姫
様
を
自
由

に
思
い
描
け
る
の
で
、
同
じ
話
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

語
る
人
に
よ
っ
て
同
じ
お
話
が
全
然

違
う
雰
囲
気
の
お
話
に
な
る
の
も
お

も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

む
か
し
話
は
、子
ど
も
や
弱
い
者
、

貧
し
い
者
が
主
人
公
で
す
。
生
き
て

い
く
上
で
の
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も

知
恵
と
勇
気
を
出
し
て
旅
立
っ
た

　

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々

の
生
活
に
忙
し
い
人
が
多
い
の
か
、

聞
き
に
来
て
く
だ
さ
る
方
が
少
な
い

こ
と
が
悩
み
で
す
。
大
人
も
子
ど
も

も
気
分
転
換
に
気
軽
に
図
書
館
で
の

お
は
な
し
会
に
聞
き
に
来
て
ほ
し
い

で
す
。
耳
か
ら
の
読
書
と
し
て
小
学

校
で
も
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
を

活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
声
を
か
け
て
も
ら
え
ば
出

向
き
ま
す
の
で
、
図
書
館
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
5
月
23
日
、
24
日
に
県
内

外
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
の
活

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
招
い
て
交

流
会
を
行
い
ま
す
。
７
年
ぶ
り
の
開

催
な
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

議
会
だ
よ
り
１
７
１
号
遊
佐
人
に
て
団

体
の
お
名
前
を
「
と
ん
ぴ
ん
が
た
り
の

会
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
と
ん
ぴ
ん
か
だ
り
の
会
」
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

今
後
考
え
て
い
く
こ
と

望
む
こ
と

ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
と

む
か
し
話
の
魅
力

き
た
と
き
は
感
動
し
ま
す
。
町
内
で

「
お
か
ゆ
の
会
の
人
だ
」
と
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し

く
て
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

時
、
必
ず
助
け
て
く
れ
る
人
が
現
れ

て
乗
り
越
え
て
行
き
ま
す
。
人
生
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

（19） 遊佐町議会だより
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令
和

8年
5月

1日
　

第
172号

　
発

行
／

遊
佐

町
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
常

任
委

員
会

　
〒999-8301 山

形
県

飽
海

郡
遊

佐
町

遊
佐

字
舞

鶴
202　

☎（
0234）72-5889　

印
刷

／
株

式
会

社
小

松
写

真
印

刷

6月定例会の予定

問
題

①
給
食
費
無
償
化
の
予
算
は
。

Ａ　

３
８
３
８
万
円

Ｂ　
５
８
３
８
万
円

Ｃ　
７
８
３
８
万
円　

②
枡
川
孵
化
場
で
の
鮭
稚
魚

放
流
会
は
何
回
目
。

Ａ　

11
回
目

Ｂ　

14
回
目

Ｃ　

17
回
目

③
子
ど
も
た
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー・

　
テ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
団

体
は
。 

Ａ　

お
い
し
い
み
そ
汁
の
会

Ｂ　
お
い
し
い
た
く
あ
ん
の
会

Ｃ　

お
い
し
い
お
か
ゆ
の
会

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０

円
分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ

ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み

の
ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
選
者
は
町
民
に

限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
２
月
１
日
１
７
１

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
56
名
の
方

の
応
募
が
あ
り
、
53
名
の
方
が

正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ｃ　

②
Ｂ　

③
Ｂ

　

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

★

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見

を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

★

　

あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
５
月
31
日

　
　

発
表
は
次
号
で
す
。

編
集
室
よ
り 

│
│

発
　
刊
　
人

　
議
　
　
長
　
髙
橋 

冠
治

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
本
間 

知
広

　
副
委
員
長
　
駒
井 

江
美
子

　
委
　
　
員
　
斎
藤 

弥
志
夫

　
委
　
　
員
　
菅
原 

和
幸

　
委
　
　
員
　
佐
藤 

俊
太
郎

　
委
　
　
員
　
今
野 

博
義

議会を見学しませんか
　遊佐町議会は、年間４回の定例会が開
催されます。
　６月定例会は、本会議と補正予算審査
特別委員会が議場で行われます。
　ぜひ一度、見学してみませんか。

６月  ９日（火）	 本会議・一般質問６月  ９日（火）	 本会議・一般質問
６月１０日（水）	 一般質問６月１０日（水）	 一般質問
６月１２日（金）	 補正予算特別委員会・６月１２日（金）	 補正予算特別委員会・
	 本会議　	 本会議　

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎︎７２-５８８９）にご確認ください。

　

遊
佐
町
議

会
だ
よ
り
№

１
６
８
号
が
、

第
31
回
山
形

県
町
村
議
会

広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
初

入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

広
報
委
員
会

で
は
町
民
の

皆
さ
ん
が
読

み
や
す
い
内

容
に
な
る
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
常
に
上
位
入
選
し
て
い
る
利
府
町
、

川
西
町
へ
研
修
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
議
会
だ
よ
り
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。
8
年
度
は
遊
佐
町

の
議
会
だ
よ
り
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
選
す
る
よ
う
に
広
報
委
員
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。�

（
斎
藤
弥
志
夫
）

議会クイズ
No.128

表
紙
の
写
真

　

３
月
１
日
に
枡
川
孵
化
場

で
11
回
目
と
な
る
鮭
稚
魚
放

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年

の
鮭
の
遡
上
数
は
過
去
最
少

と
も
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
に
貴
重
な
稚
魚

を
確
保
し
て
も
ら
っ
た
と
の
こ

と
。
命
を
つ
な
い
で
い
く
場
面

に
立
ち
会
え
た
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
。

鮭
稚
魚
放
流
会

（
N
P
O
法
人
い
な
か
暮
ら
し

	
�

遊
佐
応
援
団
）

ゆ
ざ
ま
ち


